	８
（月）
	神様 (かみさま)の堅固 (けんご)な要塞 (ようさい)

	
	使1章1～14節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (うけ)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (はて)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。(8)

	
	Remnantの中 (なか)に神様 (かみさま)の*要塞 (ようさい)が建 (た)つ必要 (ひつよう)があります。要塞 (ようさい)が建 (た)てば私 (わたし)と現場 (げんば)、時代 (じだい)を生 (せい)かす力 (ちから)が与 (あた)えられます。その方法 (ほうほう)は神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを祈 (いの)りで味 (あじ)わうことです。そのようなRemnantには、神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)が来 (き)ます。

１つ目 (め)、アンティオキア教会 (きょうかい)の時刻表 (じこくひょう)です。ステパノが殺 (ころ)され、使徒 (しと)たちが捕 (と)えられる大 (おお)きな迫害 (はくがい)がありました。しかし、その迫害 (はくがい)は、散 (ち)らされた産業人重職者 (さんぎょうじんじゅうしょくしゃ)が集 (あつ)まる始 (はじ)まりになりました。世界中 (せかいじゅう)に大飢饉 (だいききん)が起 (お)こったときに、神様 (かみさま)はアンティオキア教会 (きょうかい)だけ祝福 (しゅくふく)されました。これが伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)のための光 (ひかり)の経済 (けいざい)です。２つ目 (め)、アジアの時刻表 (じこくひょう)です。パウロは、先 (さき)にあちこちに重職者産業人 (じゅうしょくしゃさんぎょうじん)をやぐらとして建 (た)てました。聖霊 (せいれい)がパウロに場所 (ばしょ)を知 (し)らせて、人 (ひと)に会 (あ)うようにされたのです。これが絶対 (ぜったい)やぐらです。３つ目 (め)、マケドニアの時刻表 (じこくひょう)です。神様 (かみさま)がアジアの門 (もん)を閉 (と)ざされ、マケドニアの門 (もん)を開 (ひら)かれました。そこでリディアとヤソン、プリスカ夫婦 (ふうふ)に会 (あ)うようにしてくださいました。これがパウロが味 (あじ)わった絶対旅程 (ぜったいりょてい)です。４つ目 (め)、ローマの時刻表 (じこくひょう)です。ローマには伝道者 (でんどうしゃ)の支援者 (しえんしゃ)、同労者 (どうろうしゃ)、家主 (やぬし)が準備 (じゅんび)されていました。これが絶対道 (ぜったいみち)しるべです。

Remnantは神様 (かみさま)の要塞 (ようさい)を建 (た)てるように祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。

*要塞 (ようさい)：重要 (じゅうよう)なところに、丈夫 (じょうぶ)に建 (た)てられた防御施設 (ぼうぎょしせつ)のことです。


	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)の中 (なか)に神様 (かみさま)の要塞 (ようさい)が作 (つく)られますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	９
（火）
	神様 (かみさま)の王国 (おうこく)

	
	使1章1～14節　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (あと)、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。四十日 (よんじゅうにち)にわたって彼 (かれ)らに現 (あらわ)れ、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)られた。(3)

	
	人々 (ひとびと)はサタンの王国 (おうこく)の中 (なか)にいます。聖書 (せいしょ)では、サタンをこの世 (よ)を支配 (しはい)する者 (もの)、この世 (よ)の神 (かみ)と言 (い)いました。このような世 (よ)の中 (なか)で、Remnantは神様 (かみさま)がくださった祝福 (しゅくふく)に、朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)りで集中 (しゅうちゅう)しましょう。すると、必 (かなら)ず来 (く)る答 (こた)えがあります。

１つ目 (め)、世々 (よよ)にわたる前 (まえ)からあり、とこしえまである御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)です。この力 (ちから)はモーセがイスラエルの民 (たみ)をエジプトから連 (つ)れて出 (で)るとき、サムエルがペリシテと戦 (たたか)うときに現 (あらわ)れました。そして、ドタンの町運動 (まちうんどう)をしたエリシャにも、この力 (ちから)が現 (あらわ)れました。２つ目 (め)、福音 (ふくいん)が薄 (うす)くなった中世時代 (ちゅうせいじだい)に、マルティン・ルターが福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。ルターが死刑宣告 (しけいせんこく)を受 (う)けたとき、ひとりの重職者産業人 (じゅうしょくしゃさんぎょうじん)がルターを脱出 (だっしゅつ)させました。そして、聖書翻訳 (せいしょほんやく)ができるように助 (すけ)けました。サタンが現 (あらわ)れて聖書翻訳 (せいしょほんやく)をできないように苦 (くる)しめたりもしました。そのときルターは、イエスの御名 (みな)で祈 (いの)って、サタンをひざまずかせました。３つ目 (め)、次世代運動 (じせだいうんどう)をするたびに神様 (かみさま)は力 (ちから)で働 (はたら)かれました。RemnantとTCK、そして５千種族 (せんしゅぞく)に捨 (す)てられているCCK、NCKを見 (み)つけ出 (だ)して育 (そだ)てるのです。

Remnantは神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)の力 (ちから)を祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。神 (かみ)の国 (くに)が答 (こた)えとして与 (あた)えられるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)の中 (なか)に神 (かみ)の国 (くに)が建 (た)てられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	10
（水）
	知恵 (ちえ)と知識 (ちしき)の宝 (たから)がすべて隠 (かく)されている所 (ところ)

	
	コロ2章1～5節　このキリストのうちに、知恵 (ちえ)と知識 (ちしき)の宝 (たから)がすべて隠 (かく)されています。(3)

	
	すべての人 (ひと)が神様 (かみさま)を離 (はな)れて、問題 (もんだい)とのろい、わざわいの中 (なか)で生 (い)きていっています。それゆえ、神様 (かみさま)がキリストを約束 (やくそく)してくださったのです。Remnantは今日 (きょう)、三 (みっ)つの正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。

１つ目 (め)、絶対的 (ぜったいてき)なことを握 (にぎ)りましょう。神様 (かみさま)は女 (おんな)の子孫 (しそん)が蛇 (へび)の頭 (あたま)を打 (う)つと言 (い)われました。これがキリストの奥義 (おくぎ)です。イエス・キリストが暗闇 (くらやみ)とサタンの権威 (けんい)を完全 (かんぜん)に打 (う)ち砕 (くだ)かれたのです。そのイエス・キリストの御名 (みな)を握 (にぎ)りましょう。２つ目 (め)、キリストの中 (なか)には、知恵 (ちえ)と知識 (ちしき)、宝 (たから)がすべて隠 (かく)されています。知恵 (ちえ)は神様 (かみさま)がみことばで預言 (よげん)されたことを見 (み)ることです。知識 (ちしき)は神様 (かみさま)のみことばが成就 (じょうじゅ)した部分 (ぶぶん)です。宝 (たから)はキリストの３職務 (しょくむ)を味 (あじ)わうことです。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)のことを握 (にぎ)りましょう。助 (すけ)け主聖霊 (ぬしせいれい)が私 (わたし)たちと永遠 (えいえん)にともにいると言 (い)われました。Remnantは目 (め)に見 (み)える現実 (げんじつ)にだまされずに、この契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りましょう。聖霊 (せいれい)が必 (かなら)ずすべてのことを思 (おも)い起 (お)こさせてくださり、これから起 (お)こることを分 (わ)かるようにしてくださるでしょう。

Remnantはキリストが刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になるように祈 (いの)りましょう。キリストを分 (わ)からなければ、闇 (やみ)とわざわい、そして私 (わたし)のがんこな考 (かんが)えに陥 (おちい)ります。キリストで中毒 (ちゅうどく)になれば、必 (かなら)ず癒 (い)やしが起 (お)こり世界 (せかい)が変化 (へんか)するのを見 (み)るようになります。

	
	神様 (かみさま)、知恵 (ちえ)と知識 (ちしき)、宝 (たから)がすべて隠 (かく)されているキリストを知 (し)って味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)で祈 (いの)ります。アーメン

2024.12.08.1部



	11
（木）
	空 (むな)しいだましごとにだまされない教会 (きょうかい)と神殿 (しんでん)

	
	コロ2章6～15節　あの空 (むな)しいだましごとの哲学 (てつがく)によって、だれかの捕 (と)らわれの身 (み)にならないように、注意 (ちゅうい)しなさい。それは人間 (にんげん)の言 (い)い伝 (つた)えによるもの、この世 (よ)のもろもろの霊 (れい)によるものであり、キリストによるものではありません。(8)

	
	99.9％人々 (ひとびと)がサタンの空 (むな)しいだましごとにだまされてしまっています。神様 (かみさま)は、そのようになるときごとに、弟子 (でし)と証人 (しょうにん)を立 (た)てて福音 (ふくいん)ですべてを生 (い)かして回復 (かいふく)されました。これを覚 (おぼ)えていれば三 (みっ)つの答 (こた)えが与 (あた)えられます。

１つ目 (め)、救 (すく)われた私 (わたし)が神殿 (しんでん)になります。光 (ひかり)として来 (こ)られたイエス・キリストがRemnantに臨 (のぞ)まれたのです。それゆえ、Remnantは神様 (かみさま)の神殿 (しんでん)です。神様 (かみさま)はRemnantを神殿 (しんでん)とされ、その中 (なか)にみこころのままに働 (はたら)かれて、事 (こと)を行 (おこな)わせてくださいます。２つ目 (め)、Remnantのすべての出会 (であい)いと現場 (げんば)にも、神様 (かみさま)の聖霊 (せいれい)が働 (はたら)かれます。また、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)みます。３つ目 (め)、神殿建築 (しんでんけんちく)の理由 (りゆう)を知 (し)るようになります。キリストの中 (なか)にはすべてがありますが、その満 (み)ち満 (み)ちた豊 (ゆた)かさをRemnantにも与 (あた)えると言 (い)われました。神様 (かみさま)が願 (ねが)われる神殿 (しんでん)は、237か国 (こく)と５千種族 (せんしゅぞく)と癒 (い)やしが必要 (ひつよう)な人 (ひと)、次世代 (じせだい)が24することができる所 (ところ)です。このような神殿 (しんでん)が建 (た)てられるように祈 (いの)りましょう。

Remnantが受 (う)ける答 (こたえ)えの基準 (きじゅん)は237-５千種族 (せんしゅぞく)です。教会 (きょうかい)の中 (なか)に三 (みっ)つの庭 (にわ)と金土日時代 (きんどにちじだい)、黙想時代 (もくそうじだい)が開 (ひら)かれるように祈 (いの)りましょう。そのとき、全世界 (ぜんせかい)と次世代 (じせだい)が生 (い)かされて、癒 (い)やしの働 (はたら)きが起 (お)こるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、サタンの空 (むな)しいだましごとにだまされない教会 (きょうかい)と神殿 (しんでん)が建 (た)てられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.12.08.2部



	12
（金）
	現実 (げんじつ)、事実 (じじつ)、真実 (しんじつ)、霊的事実 (れいてきじじつ)

	
	コロ2章16～19節　かしらにしっかり結 (むす)びつくことをしません。このかしらがもとになって、からだ全体 (ぜんたい)は節々 (ふしぶし)と筋 (すじ)によって支 (ささ)えられ、つなぎ合 (あ)わされ、神 (かみ)に育 (そだ)てられて成長 (せいちょう)していくのです。(19)

	
	Remnantは現実 (げんじつ)、事実 (じじつ)、真実 (しんじつ)、霊的事実 (れいてきじじつ)を正確 (せいかく)に見 (み)ましょう。そのようにしてから、契約 (けいやく)をよく選択 (せんたく)すれば100年 (ねん)の答 (こた)えが与 (あた)えられます。Remnantがこの４つのことを見 (み)るために、どのように始 (はじ)めれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、現実 (げんじつ)は人々 (ひとびと)が作 (つく)り出 (だ)したことです。現実 (げんじつ)にだまされずに、神様 (かみさま)がくださった土台 (どだい)で勝利 (しょうり)しましょう。見 (み)たとおり、肉的 (にくてき)なことのまま、思 (おも)ったとおりの話 (はなし)にだまされずに、神様 (かみさま)の*絶対主権 (ぜったいしゅけん)を握 (にぎ)りましょう。２つ目 (め)、事実 (じじつ)は人々 (ひとびと)が自分 (じぶん)の立場 (たちば)で話 (はな)すことです。すべての人 (ひと)は、自分 (じぶん)の考 (かんが)えと意志 (いし)、肉的 (にくてき)なことによって行動 (こうどう)します。Remnantは神様 (かみさま)がくださった奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わって、神様 (かみさま)の絶対計画 (ぜったいけいかく)の中 (なか)に入 (はい)りましょう。３つ目 (め)、真実 (しんじつ)を見 (み)れば、人間 (にんげん)の限界 (げんかい)が見 (み)えます。それゆえ、Remnantは神様 (かみさま)の絶対契約 (ぜったいけいやく)、キリストを握 (にぎ)りましょう。４つ目 (め)、すべての人 (ひと)が霊的問題 (れいてきもんだい)に陥 (おちい)っています。これが霊的事実 (れいてきじじつ)です。Remnantはすべての人 (ひと)を生 (い)かす神様 (かみさま)の絶対旅程 (ぜったいりょてい)を歩 (あゆ)みましょう。

Remnantは今日 (きょう)から、ただ福音 (ふくいん)、ただ祈 (いの)り、ただ伝道 (でんどう)で考 (かんが)えを変 (か)えるのです。目 (め)に見 (み)えることにだまされて、揺 (ゆ)れて、かんちがいするのではなく、すべてを祈 (いの)りに変 (か)えれば良 (よ)いのです。いまからは神様 (かみさま)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。

*絶対主権 (ぜったいしゅけん)：自然 (しぜん)と人間 (にんげん)に対 (たい)する支配権 (しはいけん)が、ただ神様 (かみさま)にだけあることです。

	
	神様 (かみさま)、現実 (げんじつ)、事実 (じじつ)、真実 (しんじつ)、霊的事実 (れいてきじじつ)を正確 (せいかく)に見 (み)て、神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)りますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.12.15.1部



	13
（土）
	世 (よ)のことと神様 (かみさま)のこと、
肉 (にく)に属 (ぞく)することと霊 (れい)に属 (ぞく)すること

	
	コロ2章20～23節　もしあなたがたがキリストとともに死 (し)んで、この世 (よ)のもろもろの霊 (れい)から離 (はな)れたのなら、どうして、まだこの世 (よ)に生 (い)きているかのように、(20)

	
	すべての人 (ひと)が神様 (かみさま)を信 (しん)じない創世記 (そうせいき)３章 (しょう)が刻印 (こくいん)されています。それゆえ、ネフィリムになり、崩 (くず)れるバベルの塔 (とう)を築 (きず)いています。宗教 (しゅうきょう)と偶像 (ぐうぞう)、迷信 (めいしん)に根 (ね)をおろして、サタンが主人 (しゅじん)になった未信者状態 (みしんじゃじょうたい)が体質 (たいしつ)になっています。ここから抜 (ぬ)け出 (だ)す道 (みち)は、ただ福音 (ふくいん)、ただ祈 (いの)り、ただ伝道 (でんどう)しかありません。この事実 (じじつ)を知 (し)ってRemnantがする三 (みっ)つのことがあります。

１つ目 (め)、*７やぐらを建 (た)てましょう。ただキリスト、ただ神 (かみ)の国 (くに)、ただ聖霊 (せいれい)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。このとき、すべてのわざわいは離 (はな)れて、サタンが作 (つく)ったやぐらが崩 (くず)れます。２つ目 (め)、*７旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)んで行 (い)きましょう。最 (もっと)も重要 (じゅうよう)なのが三 (みっ)つの祭 (まつ)りです。キリストで救 (すく)われる過越祭 (すぎこしさい)、神様 (かみさま)の力 (ちから)である五旬節 (ごじゅんせつ)、御座 (みざ)の背景 (はいけい)である仮庵祭 (かりいおさい)の契約 (けいやく)を持 (も)って行 (い)くのです。すると、行 (い)くすべての現場 (げんば)で暗闇 (くらやみ)が崩 (くず)れます。３つ目 (め)、*７道 (みち)しるべを建 (た)てましょう。行 (い)く所 (ところ)ごとに聖霊 (せいれい)が導 (みちび)いてくださり、働 (はたら)かれます。すると、聖霊 (せいれい)の実 (み)を結 (むす)ぶ答 (こた)えの足跡 (あしあと)が残 (のこ)るようになります。崩 (くず)れない神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)やぐらが建 (た)ち、地域 (ちいき)と人 (ひと)が生 (い)かされます。

今日 (きょう)、イエス・キリストの御名 (みな)によって７やぐら、７旅程 (りょてい)、７道 (みち)しるべを祈 (いの)りましょう。この奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わっている皆 (みな)さんの前 (まえ)に、全世界 (ぜんせかい)のわざわいが崩 (くず)れるでしょう。
*７やぐら：三位一体 (さんみいったい)の神様 (かみさま)、御座 (みざ)の力 (ちから)、３時代 (じだい)、５力 (ちから)、空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)に勝 (かつ)つ力 (ちから)、CVDIP、三 (みっ)つの庭 (にわ)
*７旅程 (りょてい)：三位一体 (さんみいったい)の神様 (かみさま)、10土台 (どだい)、10奥義 (おくぎ)、５確信 (かくしん)、９流 (なが)れ、一生 (いっしょう)の答 (こた)え、御座 (みざ)のキャンプ
*７道 (みち)しるべ：カルバリの丘 (おか)の契約 (けいやく)、オリーブ山 (やま)のミッション、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の体験 (たいけん)、アンティオキアの始 (はじ)まり、神様 (かみさま)の導 (みちび)き、マケドニアのターニングポイント、ローマ

	
	神様 (かみさま)、間違 (まちが)った刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)から抜 (ぬ)け出 (だ)して、神様 (かみさま)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべに従 (したが)って行 (い)きますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン　　　　　　　　　　　　　　　　2024.12.15.2部



